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毎
年
１
回
行
い
、経
年
変
化
を
観
測
し
て
い

ま
す
。測
定
地
点
は
田
富
地
区
13
地
点
、玉
穂
地

区
９
地
点
、豊
富
地
区
４
地
点
の
計
26
地
点
で
す
。

▼
令
和
６
年
度
の
水
質
調
査
で
は
、過
去
の
結

果
と
比
較
し
て
、玉
穂
地
区
の
渋
川
下
流
、

豊
富
地
区
の
豊
富
地
区
２
用
水
路
を
除
き
、

大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。渋
川

下
流
で
は
流
れ
が
滞
っ
て
い
る
た
め
、濁
り

が
目
立
つ
状
況
で
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
か
ら
測
定
方
法
が
変
更
さ
れ
た

大
腸
菌
数
は
、例
年
、環
境
基
準
を
達
成
で
き

て
い
な
い
箇
所
が
散
在
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
状
況
は
今
回
の
調
査
で
も
大
き
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
で
は「
快
適
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
生

活
文
化
都
市
」と
い
う
環
境
像
を
掲
げ
、

環
境
基
本
計
画
中
、基
本
目
標
の
施
策
と
し

て
水
質
汚
濁
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
内
容
は「
水
質
汚
濁
物
質
の
排
出

抑
制
の
推
進
」、「
生
活
排
水
対
策
の
推
進
」

の
２
つ
で
す
。

※各項目の棒グラフは全河川の平均値を示していま※各項目の棒グラフは全河川の平均値を示していますす

➡➡市民環境課　市民環境課　☎☎274-8543274-8543

中央市測定地点MAPMAP

水
質
調
査
か
ら

水
質
調
査
か
ら

わ
か
る
こ
と

わ
か
る
こ
と

生
活
排
水
対
策
の
推
進
と
し
て
市
で
は
、

市
内
を
流
れ
る
河
川
の
水
質
調
査
を

R6年度

R6年度R5年度

③新川下流、⑪宇坪川下流、⑫古
道川下流、⑬清川下流、⑰山王側
上流、⑱新川下流、⑲山王川中
流、⑳山王川下流、㉒渋川下流、
㉓豊富地区２用水路の10地
点で環境基準を超過していま
した。人を含む動物糞尿によ
る汚濁が心配されます。

大腸菌は通常人畜の腸管内に生息しているもので、大腸菌が
検出されるということは、多くの場合、人畜のし尿などで汚
染されていることを意味します。また、一般環境中にこれら
の菌群は普遍的に存在しています。

619.8 542.0

基準値：300CFU/100mℓ以下

大腸菌数

基準に適合しており、例年と
比較しても大きな変化は確認
できません。継続的に安定し
た状態であるといえます。

窒素は、自然界では植物などに含まれるほか、生活排水や畜産
排水などにも含まれています。稲の生育期に大量の窒素が水
田に入ると米質が変化する可能性があります。全窒素は、水中
のさまざまな形態の窒素を全体として測定したものです。

基準値：1mg/ℓ以下(湖沼)

1.5 1.6
1.9

全窒素(T-N)

741.0

R4年度R6年度R4年度 R5年度

今回の調査では、㉒渋川下
流で、環境基準（Ｂ類型）を
下回りました。その他の地
点では、良好な環境が保たれ
ています。

水中に溶け込んでいる酸素量のことです。微生物や魚介類、
河川や湖沼での自浄作用に不可欠なもので、数値が小さいほ
ど水質汚濁が進んでいるといえます。

基準値：7.5mg/ℓ以上

9.910.0 9.7

溶存酸素量(DO)

㉒渋川下流で環境基準（A類
型）を上回りました。その他の
地点では良好な環境が保たれ
ています。

濁りの原因となる、水中に浮遊する粒径２mm以下の粒子です。
この数値が大きいと透明性が低下しているといえます。

基準値：25mg/ℓ以下

2.6 2.6

6.7

浮遊物質量(SS)

R4年度 R5年度R6年度R4年度 R5年度

⑱新川下流、㉒渋川下流、㉓豊富
２用水路で、環境基準（A類型）を
上回り、さらに㉒渋川下流、㉓豊富
地区２用水路では、環境基準（B類
型）をも上回りました。B類型を上
回ったこの２つの地点では他の項
目も高い数値を示しており、生活
系の汚濁が疑われます。

水中に含まれる有機性物質が、微生物によって生物科学的に
分解浄化されるときに消費される酸素の量です。この数値が
大きいほど酸素欠乏状態になりやすい水だといえます。

基準値：２mg/ℓ以下

2.3

R6年度R4年度

0.9 0.9

R5年度

生物化学的酸素要求量(BOD)

特殊な工場排水などの影響
で著しく変動することもあり
ます。今回の調査では、⑯玉穂
公園北側水路を除く全ての調
査地点において基準範囲内で
した。

水の酸性、アルカリ性を示す指標です。工場排水などに起因
するさまざまな塩類から影響を受けます。水稲では酸性が強
いと根の発育が悪くなり、逆にアルカリ性が強いと鉄欠乏に
なり黄化現象を起こすといわれています。

基準値：6.5 ～ 8.5

中性

酸性
↓

↑
アルカリ性 7.87.6 7.7

水素イオン濃度(pH)

R6年度R4年度 R5年度

全26地点のうち、㉒渋川下流
と⑯玉穂公園北側水路が高い
数値を示しました。⑯玉穂公
園北側水路は工業系の汚濁が
疑われ、今後注視していく必
要があります。

生活排水や工場排水、畜産排水などに含まれており、河川
の富栄養化を図る指標として利用されています。

全りん（T-P）

0.1

0.2 0.2

基準値：0.1mg/ℓ以下（湖沼）

R6年度R4年度 R5年度

※
渋
川
下
流
を
除
き
、例
年
と
比
較
し
大
き

な
変
化
の
あ
る
調
査
地
点
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

※
市
内
を
流
れ
る
河
川
は
、い
ず
れ
釜
無
川
・

笛
吹
川
と
い
っ
た
富
士
川
水
系
に
流
れ

込
む
た
め
、市
内
の
河
川
の
水
質
保
全

を
行
う
こ
と
は
そ
の
ま
ま
富
士
川
水
系

下
流
域
の
水
質
保
全
の
一
助
に
も
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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第27回第27回
参議院議員参議院議員
通常選挙通常選挙
７月20日（日）に、参議院議員通
常選挙が執行されます。大切な
一票を無駄にしないよう、必ず
投票しましょう。

公
示
日　
７
月
３
日（
木
）

投
票
日
時　
７
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
所　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

投
票
で
き
る
人

　

�　

中
央
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
、次
の
要
件
を
満
た
す
人

▼
年�

齢
要
件　
平
成
19
年
7
月
21
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人（
投
票
日
現
在
で
満
18
歳
以
上
の
人
）

▼
住�

所
要
件　
令
和
７
年
４
月
２
日
以
前
か
ら
中

央
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

（
ま
た
は
同
日
以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
人
）

※�

中
央
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
３
か
月
以
上
記

録
が
あ
っ
た
人
が
、中
央
市
か
ら
転
出
し
て
４

か
月
以
内
で
、か
つ
、転
出
先
市
町
村
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、中
央

市
で
投
票
で
き
ま
す
。

※�

他
市
区
町
村
か
ら
令
和
７
年
４
月
３
日
以
降

に
中
央
市
に
転
入
し
て
き
た
人
は
、前
住
所
地

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
あ
れ
ば
、前
住
所
地

で
投
票
で
き
ま
す
。

開
票
日
時　
７
月
20
日（
日
）　
午
後
９
時
～

開
票
場
所　
玉
穂
南
小
学
校
体
育
館

投 票所入場券は、１枚の圧
着ハガキに世帯ごとに

６人までの入場券を印字して
います。投票するときは、選挙
人ごとに切り離して持参して
ください。

期 日 前 投 票期 日 前 投 票
　�　投票日当日に仕事やレジャーなどで投票所に行けない場
合は、期日前投票をご利用ください。期日前投票の投票所は、
中央市役所(南館)、玉穂支所、豊富支所に開設します。

　※�投票所入場券は、公示日以降に郵送します。入場券が届い
ていなくても、中央市の選挙人名簿に登録されていれば
投票ができます。その場合には、本人確認ができるものを
ご持参ください。

　※�期間中であれば、どの期日前投票所でも投票できます。
　※�「期日前投票宣誓書」が投票所入場券の裏面にあります。期日

前投票をスムーズに行うために、事前に記入をお願いします。
不 在 者 投 票不 在 者 投 票
　病院等指定施設での不在者投票
　�　病院・老人ホームに入院・入所している人は、施設が不
在者投票施設に認定されていれば、不在者投票ができます。
入院・入所している施設にお問い合わせください。
　滞在地での不在者投票
　�　出張や旅行などで選挙期間中に市外に滞在する人は、滞在

地の市区町村の選挙管理委員会で不在者投票ができます。
　※�投票には、あらかじめ中央市選挙管理委員会に「不在者投

票宣誓書兼請求書」を提出し、投票用紙などを請求する必
要があります。詳細は市HPをご確認ください。

　郵便などによる不在者投票
　�　身体障害者手帳や戦傷病者手帳を所持し、法令で定められ
た条件を満たしている人や、介護保険被保険者証「要介護５」に該
当する人は、自宅から郵便による投票ができます。
　※�投票には、あらかじめ「郵便投票証明書」の交付を受け、選挙期

日の４日前までに投票用紙などを請求する必要があります。
代 理 投 票代 理 投 票
　�　病気やケガなどの身体の故障または視覚の障がいなどに
より、自ら投票用紙に記入できない場合は、代筆による投
票ができます。希望する人は、投票所の係員にお申し出く
ださい。

投�票支援カード投�票支援カード
　�　当日投票所や期日前投票所で代理投票などの支援が必要
な場合に「投票支援カード」をご提示いただくことで、必要
な支援を受けることができます。投票支援カードは市HPか
らダウンロードし持参していただくか、各投票所に備え付
けのものに記入し係員に提示してください。

選 挙 公 報選 挙 公 報
　�　　選挙公報は選挙期日の２日前までに新聞折込で配布し選挙公報は選挙期日の２日前までに新聞折込で配布し
ます。ます。中央市役所本庁舎、玉穂支所、豊富支所などでも入手中央市役所本庁舎、玉穂支所、豊富支所などでも入手
できますので、ご利用ください。できますので、ご利用ください。

第
10
投
票
区

第
９
投
票
区

第
８
投
票
区

第
７
投
票
区

第
６
投
票
区

第
５
投
票
区

第
４
投
票
区

第
３
投
票
区

第
２
投
票
区

第
１
投
票
区

投
票
区

豊
富
浅
利
公
会
堂

（
浅
利
２
９
２
６
番
地
）

豊
富
小
学
校
体
育
館

（
大
鳥
居
３
８
０
０
番
地
１
）

田
富
第
三
保
育
園

（
東
花
輪
１
１
７
３
番
地
）

田
富
南
小
学
校
体
育
館

（
西
花
輪
１
２
５
０
番
地
）

中
央
市
役
所(

南
館)

（
臼
井
阿
原
３
０
１
番
地
１
）

※�

田
富
総
合
会
館
か
ら
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

田
富
第
一
保
育
園

（
布
施
３
０
１
５
番
地
）

田
富
北
保
育
園

（
山
之
神
22
番
地
59
）

玉
穂
西
部
児
童
館

（
下
三
條
１
３
３
番
地
）

若
宮
自
治
会
公
会
堂

（
若
宮
25
番
地
１
）

玉
穂
総
合
会
館

（
下
河
東
６
２
０
番
地
）

投
票
所（
所
在
地
）

➡問合せ　中央市選挙管理委員会
　　　　　事務局　☎274-8511

投票所入場券投票所入場券投票所入場券投票所入場券

中央市役所(南館)中央市役所(南館)
　期間　７月４日（金）～ 19日（土）
　　　　午前８時30分～午後８時
玉穂支所、豊富支所玉穂支所、豊富支所
　期間　７月13日（日）～19日（土）
　　　　午前８時30分～午後８時

投票所入場券

持ち物

届いていない場
合は、本人確認
ができるもの

※�掲載されている情報は、6月19日時点の情報です。
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混
雑
を
防
止
す
る
た
め
、受
診
日

時
を
指
定
し
て
い
ま
す
。市
か

ら
郵
送
さ
れ
る
回
答
用
紙
に
記
載
さ

れ
た
指
定
日
時
を
確
認
し
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。指
定
日
時
の
受
診
が
困
難

な
場
合
は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
変
更

ま
た
は
キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

台
風
な
ど
の
荒
天
に
よ
り
、健
診
の

中
止
や
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。中
止
や
変
更
す
る
場
合

は
防
災
無
線
や
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

会
場
近
く
に
お
住
い
の
人
は
、で
き

る
だ
け
徒
歩
や
自
転
車
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
振
り
仮
名
が
正
し
い
場
合

▼
振
り
仮
名
が
正
し
い
場
合

　
　

届
け
出
不
要
で
す
。

▼
振
り
仮
名
が
正
し
く
な
い
場
合

▼
振
り
仮
名
が
正
し
く
な
い
場
合

　

�　

�

正
し
い
振
り
仮
名
で
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

届
け
出
し
な
く
て
も
、令
和
８
年
５
月
26
日
以
降

に
通
知
の
と
お
り
に
戸
籍
へ
記
載
さ
れ
ま
す
。

※�

正
し
い
場
合
で
も
、早
期
に
戸
籍
へ
の
振
り
仮
名

記
載
が
必
要
な
人
は
届
け
出
が
で
き
ま
す
。

日

程

会

場

７
月

10
日（
木
）、11
日（
金
）、14
日（
月
）、

15
日（
火
）、16
日（
水
）、17
日（
木
）、

18
日（
金
）、19
日（
土
）、21
日（
月
・
祝
）

※�

７
月
20
日（
日
）の
日
程
が
、７
月
21
日（
月
・
祝
）

に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

８
月

17
日（
日
）、18
日（
月
）、19
日（
火
）、

20
日（
水
）、21
日（
木
）、22
日（
金
）

健
診
の
結
果
は
、概
ね
１
か
月
後
に

郵
送
し
ま
す
。た
だ
し
、「
特
定

保
健
指
導
が
必
要
な
人
」な
ど
、面
談
が
必

要
な
人
に
は
結
果
表
を
同
封
せ
ず「
結
果

説
明
会
の
ご
案
内
」通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

結
果
説
明
会
の
受
付
時
間
な
ど
の
詳

細
は
、お
手
元
に
届
い
た
案
内
通
知
で
ご

確
認
い
た
だ
き
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

オレンジ色の封筒をオレンジ色の封筒を
チェック！！チェック！！

受診は申込制です。受診は申込制です。
まだお申込みされていなまだお申込みされていな
い人は、事前に健康増進課い人は、事前に健康増進課
にお申し込みください。にお申し込みください。

玉穂勤労健康管理センター
（下河東256）（下河東256）

総
合
健
診
の

総
合
健
診
の

　
　
お
知
ら
せ

　
　
お
知
ら
せ

➡
問
合
せ　
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

健診日程
健
診
結
果
の
お
知
ら
せ
と

健
診
結
果
の
お
知
ら
せ
と

説
明
会
に
つ
い
て

説
明
会
に
つ
い
て

戸籍に記載する予定の戸籍に記載する予定の

「「氏名の振り仮名通知書氏名の振り仮名通知書」」をを
送付します送付します

戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、新
た
に
戸
籍
に
氏
名
の
振

り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、本
籍

地
が
中
央
市
の
人
に
戸
籍
に
記
載
す
る
予
定
の「
氏
名

の
振
り
仮
名
通
知
書（
は
が
き
）」を
送
付
し
ま
す
。通
知

が
届
い
た
ら
、内
容
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ

　
法
務
省　
振
り
仮
名
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
０
３
１
０

　
中
央
市
役
所　
振
り
仮
名
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
２
７
４
ー
８
５
８
０

受付時間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

発送時期
７月中旬（本籍が中央市の人）
※�本籍が他市区町村の人は発送時期が異なりますので、本籍地の自治体にご確
認ください。

対象者
本籍が中央市の人
※�住所地が中央市でも本籍が他市区町村の人は、本籍地の市区町村から送付さ
れます。

発送方法
同じ戸籍で同じ住所の人を最大４名１通で筆頭者宛に通知します。
※�筆頭者が除籍の場合は配偶者宛、筆頭者・配偶者ともに除籍の場合は、同じ
戸籍内の子宛に通知します。

※同じ戸籍でも住所が別の人は、それぞれの住所へ個人宛に通知します。

届出できる人
※�氏と名で届出できる
人が異なります。

氏

原則、筆頭者のみ
※�筆頭者が除籍されている場合は配偶者、配偶者も除籍されている場
合は同じ戸籍内の子となりますが、同じ戸籍内の子が複数いる場合
は、その中のどなたか１名です。

名
戸籍に記載されている個人
※15歳以上18歳未満の人は本人または親権者などの法定代理人
※15歳未満の人は親権者などの法定代理人

届出方法
①最寄りの市区町村役所の窓口
②本籍地の市区町村役所窓口への郵送
③オンライン（マイナポータル利用）

受付窓口 中央市の窓口は、市役所本館 市民環境課
※玉穂支所・豊富支所では受け付けできません。

届出期限 令和８年５月25日まで

�詳細はお問い合わせいただくか、
市HPでご確認ください。

市HPはこちら

献血のお願い献血のお願い

献 血 日　７月25日（金）

受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　午後０時45分～３時30分

会 場　中央市役所

みなさんのご協力をお願いします。
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令
和
７
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、７
月
１

日（
本
算
定
日
）に
１
年
間
の
税
額
が
決
定
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、医
療
保
険
分
、後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、介
護
納
付
金
分
を
合
算
し
て

算
定
し
ま
す【
表
１
・
例
１
参
照
】。

　

医
療
保
険
分
お
よ
び
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
は
、す
べ
て
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。介
護
納
付
金
分
は
40
歳
か
ら
64
歳

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は「
第
１
号
被
保
険
者
」と
な
り
、

介
護
保
険
制
度
で
介
護
保
険
料
が
課
さ
れ
ま
す
。

▼
今
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
改
正
点

	・	

医
療
給
付
費
分
の
賦
課
限
度
額
が
65
万
円
か

ら
66
万
円
に
増
額

	・	

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
賦
課
限
度
額
が

【表１】令和７年度国民健康保険税の税率・税額
区　分 課税対象 医療保険分

（すべての被保険者)
後期高齢者支援金分
（すべての被保険者）

介護納付金分
（40歳～ 64歳の被保険者）

所得割 課税所得金額
（注） 7.57％ 2.33％ 1.86％

均等割 被保険者
１人あたり 3万1,300円 9,600円 9,800円

平等割 １世帯あたり 2万2,700円 6,900円 4,600円

限度額 66万円 26万円 17万円

※課税所得金額＝前年中所得－43万円（基礎控除額）

【例１】　国民健康保険税の算定方法

氏　　名 前年所得額 課税所得金額（所得額－43万円）

中央	五郎 60万円 17万円

　　		夏子 48万円 ５万円

合計 108万円 22万円

　国民健康保険に２人加入していて、世帯　国民健康保険に２人加入していて、世帯
主の五郎さん（66歳）は、年金収入120万円主の五郎さん（66歳）は、年金収入120万円
（所得10万円）、農業所得50万円、妻の夏子（所得10万円）、農業所得50万円、妻の夏子
さん（59歳）はパート収入103万円（所得さん（59歳）はパート収入103万円（所得
48万円)。48万円)。

中央五郎さんの世帯の場合

①�所得割額
　世帯の合計課税所得金額（22万円）×所得割
（7.57%）＝1万6,654円
②均等割額　加入者数（２人）×3万1,300円
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝6万2,600円
③平等割額　１世帯につき2万2,700円
▶医療保険分合計
　①＋②＋③＝10万1,900円10万1,900円（100円未満切捨て）

※	中央五郎さんは、65歳以上の人が加入する介護保険
制度で介護保険料を納めているため、国民健康保険
税では介護納付金分は課税されません。
⑦�所得割額
　介護納付金分対象者の課税所得金額（５万円）
　　　　　　　　　　　　×所得割（1.86%）＝930円
⑧均等割額　加入者（１人）×9,800円＝9,800円
⑨平等割額　１世帯につき4,600円
▶介護納付金分合計
　⑦＋⑧＋⑨＝１万5,300円１万5,300円（100円未満切捨て）

④所得割額
　世帯の合計課税所得金額（22万円）×所得割
（2.33%）＝5,126円
⑤均等割額　加入者数（２人）×9,600円＝1万9,200円
⑥平等割額　１世帯につき6,900円
▶後期高齢者支援金分合計
　④＋⑤＋⑥＝３万1,200円３万1,200円（100円未満切捨て）

医療保険分の計算方法 介護納付金分の計算方法

後期高齢者支援金分の計算方法

合計金額は14万8,400円（10万1,900円+ ３万
1,200円＋１万5,300円）ですが、中央五郎さん
の世帯は５割軽減世帯【表２参照】に該当する
ため、均等割額と平等割額が減額計算されること
から、年間保険税額は８万5,500円８万5,500円になります。

➡ 問合せ　保険課　　　　　☎274-8545

　　　　　山梨県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　　☎236-5671

に

ch
apter

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

24
万
円
か
ら
26
万
円
に
増
額

※	

低
所
得
世
帯
の
軽
減
の
判
定
に
係
る
基
準
額

も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

▼
納
税
義
務
者

　

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。世
帯
主
本
人

が
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
や
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
75
歳

以
上
の
人
で
も
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

▼
低
所
得
世
帯
の
軽
減
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、所
得
の
低
い
人
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、均
等
割
額
・
平
等
割

額
の
７
割
、５
割
、２
割
を
軽
減
す
る
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す【
表
２
参
照
】。

※	

令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上
の

人
で
、公
的
年
金
所
得
が
あ
る
場
合
は
公
的

年
金
所
得
か
ら
15
万
円
を
控
除
し
た
金
額
で

軽
減
判
定
し
ま
す
。

※	

所
得
が
な
く
て
も
、住
民
税
申
告
を
し
な
い

と
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�
普
通
徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

　
で
の
納
付
）

　

納
税
通
知
書
が
７
月
中
旬
に
発
送
さ
れ
、

納
期
は
年
８
回（
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

毎
月
末
）で
す
。

【表２】　国民健康保険税　均等割額・平等割額の軽減
基準となる所得金額

（世帯主および世帯の被保険者全員、特定同一世帯所属者（※1）の軽減判定所得の合計）
軽減割合

43万円＋10万円×（給与・年金所得者（※2）の人数－１）　以下の世帯 ７割

43万円＋10万円×（給与・年金所得者（※2）の人数－１）
+(30万5,000円×国保加入者および特定同一世帯所属者（※1）の人数)　以下の世帯 ５割

43万円＋10万円×（給与・年金所得者（※2）の人数－１）
+(56万円×国保加入者および特定同一世帯所属者（※1）の人数)　以下の世帯 ２割

※1		特定同一世帯所属者とは、後期高齢者医療制度へ移行したことにより国保の資格を喪失した人
※2		世帯主、国保加入者、特定同一世帯所属者で一定以上の給与収入または公的年金収入がある人

　

納
付
方
法
は
、あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
口
座

か
ら
納
付
期
限
の
日
に
自
動
的
に
引
き
落
と
す

「
口
座
振
替
」と
、納
付
書
に
よ
り
直
接
納
め
る

「
納
付
書
払
い
」が
あ
り
ま
す
。

納
付
書
払
い
の
方
法

①	

納
付
書
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
取
扱
店
で
納
付

②	

請
求
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
付

③	

地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付

▼
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
す
で
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
税
は
、７
月
１
日（
本
算
定
日
）

に
決
定
す
る
年
税
額
か
ら
、４
月
、６
月
、８
月

で
徴
収
済
み
の
額
を
差
し
引
い
た
税
額
が
10
月
、

12
月
、翌
年
２
月
に
受
給
す
る
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

▼�

年
度
の
途
中
で
75
歳
に
な
る
人
の

　
国
民
健
康
保
険
税

　
誕
生
日
前
月
ま
で
国
民
健
康
保
険
で
賦
課
さ
れ
、

誕
生
日
の
属
す
る
月
か
ら
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
賦
課
さ
れ
ま
す
。

【
例
】�令
和
７
年
９
月
20
日
に
75
歳
に
な
る
人

	・	

令
和
７
年
４
月
～
８
月
ま
で
国
民
健
康
保
険

で
賦
課（
５
か
月
分
を
課
税
）

	・	

令
和
７
年
９
月
～
令
和
８
年
３
月
ま
で
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
賦
課（
７
か
月
分
を
課
税
）
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対象の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計）

軽減割合

43万円＋10万円×（給与・年金所得者などの数－1）
以下の世帯

７割

43万円＋10万円×（給与・年金所得者などの数－1）
＋30万5,000円×被保険者数　以下の世帯

５割

43万円＋10万円×（給与・年金所得者などの数－1）
＋56万円×被保険者数　以下の世帯

２割

※	公的年金を受給している人は、均等割軽減判定時に15万円が控除されます。

適用前の負担割合 ３割

適用後の負担割合 ２割もしくは１割

（注）	一定基準額とは、同一世帯に後期高齢者医療制度に加入し
ている被保険者が、１人の場合（単身世帯）と２人以上の場
合（複数世帯）にそれぞれ定められた収入額の基準です。

　　単身世帯…383万円、　複数世帯…520万円

【表５】　基準収入額と負担割合

【表３】　令和７年度後期高齢者医療保険料の税率・税額

保険料

所得割 11.11%

均等割 5万770円

保険料の賦課限度額（上限額） 80万円

ch
apter

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
に

　
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
お
持
ち
の
全
て

の
人
に
、マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
状
況
に
か
か

わ
ら
ず
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。資
格

確
認
書
と
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
の
資
格
情
報
が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、

令
和
６
年
12
月
に
廃
止
さ
れ
た
保
険
証
に
代
わ

る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
資
格
確
認
書（
７
月
1
日
発
行
、

有
効
期
限
：
令
和
８
年
７
月
31
日
）は
、７
月

中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

※	

新
し
い
資
格
確
認
書
は
、お
手
元
に
届
い
た

日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

※	

資
格
確
認
書
を
医
療
機
関
や
薬
局
窓
口
で
提

示
す
る
こ
と
で
、今
ま
で
の
保
険
証
と
同
じ
よ

う
に
一
定
の
窓
口
負
担
で
受
診
で
き
ま
す
。

※	

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
は
、資
格
確

認
書
と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ど
ち
ら
で
も
受
診

で
き
ま
す
。

※	

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認

書
は
、有
効
期
限
終
了
後
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
に

は
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

有
効
期
限
が
切
れ
た
ら
裁
断
す
る
な
ど
し
て

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

資
格
確
認
書
へ
の
限
度
額
区
分
の

　
任
意
記
載
事
項
の
併
記
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
人
で
、

資
格
確
認
書
へ
の
限
度
額
区
分
の
記
載
を
新
規

で
希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※	

前
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
す
で

に
併
記
申
請
を
行
っ
た
人
は
引
き
続
き
任
意

記
載
事
項
が
記
載
さ
れ
た
資
格
確
認
書
を
交

付
し
ま
す
の
で
、申
請
は
不
要
で
す
。

※	

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
は
、医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
提
出
し

「
限
度
額
情
報
の
表
示
」に
同
意
す
る
こ
と
で

適
用
さ
れ
る
の
で
、申
請
は
不
要
で
す
。

▼
保
険
料
に
つ
い
て

　
７
月
に
令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
が
決
定
さ
れ
ま
す【
表
３
参
照
】。今
年
度
の

７
月
算
定
時
に
賦
課
対
象
と
な
る
被
保
険
者
は

７
月
１
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。７
月
２
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
被

保
険
者
に
は
、取
得
月
の
翌
月
に
通
知
書
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、医
療
費
な
ど
の

自
己
負
担
額
を
除
く
費
用（
医
療
給
付
費
）を
、

公
費
で
約
5
割
、現
役
世
代
で
約
4
割
負
担
し
、

残
り
の
約
1
割
を
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
で

賄
っ
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、均
等
割
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す【
表
４
参
照
】。

▼�

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
対
す
る

　
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
取
得
日
前
日

に
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
は
、加
入
後
2
年
を
経
過
す
る
期
間（
加
入
し

た
月
か
ら
24
か
月
ま
で
の
期
間
）に
限
り
所
得

割
額
は
な
く
、均
等
割
り
額
が
5
割
軽
減
に
な

り
ま
す
。

※	

所
得
が
低
い
人
に
対
す
る
軽
減
に
も
該
当
す

る
人
は
、い
ず
れ
か
大
き
い
ほ
う
の
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

▼
自
己
負
担
割
合

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
は
、医
療
機

関
の
窓
口
で
総
医
療
費
の
１
割（
一
部
の
人

は
２
割
、現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）を
自
己

負
担
し
ま
す
。更
新
時
に
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

▼
長
期
入
院
日
数
届
出
書
に
つ
い
て

　

所
得
区
分
が「
低
所
得
者
Ⅱ（
区
分
Ⅱ
）」に

該
当
す
る
人
で
、申
請
月
を
含
め
た
過
去
12
か

月
の
入
院
日
数
が
90
日（
低
所
得
者
Ⅱ
と
判
定

さ
れ
た
期
間
に
限
る
）を
超
え
、入
院
時
の
食

費
な
ど
の
減
額
を
受
け
る
場
合
は
、申
請
が
必

要
で
す
。た
だ
し
、申
請
書
を
提
出
す
る
月
以

前
の
12
か
月
以
内
で
90
日
を
超
え
た
入
院
日
数

の
わ
か
る
領
収
書
も
し
く
は
入
院
証
明
書
な
ど

の
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

　

申
請
後
は
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、申
請
日
か
ら
申
請
月
末
日
ま

で
の
食
事
代
は
療
養
費（
食
事
療
養
費
差
額
）の

申
請
が
必
要
で
す
。

※	

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
状
況
に
か
か

わ
ら
ず
、長
期
入
院
に
該
当
す
る
人
は
申

請
が
必
要
で
す
。

▼
基
準
収
入
額
適
用
に
つ
い
て

　
住
民
税
課
税
所
得
金
額
が
１
４
５
万
円
以
上

の
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
割
合
は
３
割
で
す
が
、収
入
金
額
が
一
定
基

準
額（
注
）未
満
で
基
準
収
入
額
適
用
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
の
負
担
割
合
は
表
５
の
と
お
り

で
す
。

※	

要
件
に
該
当
す
る
人
に
は
、収
入
状
況
な
ど

を
確
認
の
う
え
、適
用
後
の
負
担
割
合
の
資

格
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。申
請
な
ど
は
不

要
で
す
。

▼
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は「
特
別
徴
収
」と

「
普
通
徴
収
」の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

	・	

特
別
徴
収
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
、原
則
特
別
徴
収
で
す
。

	・	

普
通
徴
収
は
、市
が
発
行
す
る
納
付
書

や
口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め
る
方
法

で
す
。

▼
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
12
月
診
療
分
は
令
和
８
年
１
月
末

に
発
送
す
る
医
療
費
通
知
に
は
記
載
さ
れ
ず
、

１
年
後
の
令
和
９
年
１
月
末
に
発
送
す
る
医
療

費
通
知
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
の
申
告
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、

令
和
７
年
12
月
診
療
分
の
領
収
書
が
必
要
に
な

る
の
で
必
ず
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※	

み
な
さ
ん
が
病
院
な
ど
を
受
診
し
た
情
報
は

受
診
し
た
月
の
２
か
月
後
に
山
梨
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

印
刷
期
間
も
含
め
て
医
療
費
通
知
の
発
送
に

は
３
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

【表４】　後期高齢者医療保険料　均等割額の軽減
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善
意
を
あ
り
が
と
う

申�

込
方
法　

口
座
振
替
依
頼
書（
市
役
所
や
各
金

融
機
関
に
あ
る
申
込
用
紙
）に
記
入
し
、登
録
印

を
押
印
し
て
、通
帳
を
持
参
し
金
融
機
関
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
税
務
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

平
日
時
間
外
・
休
日
交
付
を
行
い
ま
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
が
届
い
た
人
を

対
象
に
、平
日
時
間
外
や
休
日
も
交
付
事
務
を
行

い
ま
す
。当
日
は
交
付
以
外
の
手
続
き
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
場
所
は
ど
ち
ら
も
市
民
環
境
課

▼
平
日
時
間
外
交
付（
予
約
制
）

日�
時　

７
月
10
日（
木
）、17
日（
木
）、24
日（
木
）、

31
日（
木
）　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

※��

30
分
ご
と
の
時
間
帯（
全
３
回
）で
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

定
員　
各
回
５
人（
先
着
）

申
込
期
限　
各
日
前
日
ま
で

▼
休
日
交
付

日
時　
７
月
27
日（
日
）　
午
前
９
時
～
正
午

※�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
市
民
環
境
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す(

予
約
制)

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
で
お
困
り

の
人
を
対
象
に
、写
真
撮
影
か
ら
申
請
ま
で
の
手

続
き
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日�

時　
７
月
19
日（
土
）　
午
前
９
時
～
正
午

※
30
分
ご
と
の
時
間
帯（
全
６
回
）で
予
約
で
き
ま
す
。

場
所　
市
役
所
本
館

定
員　
各
回
５
人（
先
着
）

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
付
期
限

第
２
期
納
付
期
限　
７
月
31
日（
木
）ま
で

　
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。口
座
振
替
を

ご
利
用
の
人
は
、７
月
31
日（
木
）が
振
替
日
で
す
。

再
振
替
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、残
高
な
ど
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

➡
問
合
せ　
税
務
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
６

市
税
・
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
に
す
る
こ
と
で
、納
付
の
た
め
に
コ
ン

ビ
ニ
や
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
ま
で
出
か
け
る
手

間
が
省
け
る
ほ
か
、納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
安
心
・

確
実
に
納
付
で
き
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
央
市
環
境
事
業
協
同
組
合　
様

　
寄
贈
品　

�

資
源
物
回
収
容
器（
エ
コ
バ
ッ
ク
）

25
個

持�

ち
物　

写
真
付
き
身
分
証
明
書（
も
し
く
は
健

康
保
険
証
や
受
給
者
証
な
ど
２
点
）

申
込
期
限　
７
月
18
日（
金
）ま
で

※�

申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

➡
問
合
せ　
市
民
環
境
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
１

中
央
市
地
域
防
災
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

　

想
定
さ
れ
る
多
く
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

防
災
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。

主
な
改
訂
箇
所

�・�「
山
梨
県
地
震
被
害
想
定
調
査
結
果
」の
改
正
内

容
を
反
映
。

�・�

災
害
関
連
情
報
の
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、災
害

発
表
基
準
を
見
直
し
。

�・�
警
戒
レ
ベ
ル
、キ
キ
ク
ル
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

関
す
る
情
報
な
ど
の
更
新
。

➡
問
合
せ　
危
機
管
理
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

期
間　
７
月
21
日（
月
）～
８
月
20
日（
水
）

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

▼�

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
徹
底
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
交
通
事
故
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、全
席

で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

➡
問
合
せ　
危
機
管
理
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

交
通
災
害
共
済
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か

　

交
通
災
害
共
済
は
、加
入
者
が
交
通
事
故
に
よ

る
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
、ケ
ガ
な
ど
の
程
度
に

よ
り
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
救
済
の
制

度
で
す
。

　

加
入
掛
金
は
、１
人
年
額
５
０
０
円（
年
度
途
中

に
加
入
さ
れ
た
場
合
で
も
同
額
）で
、共
済
期
間
は

４
月
１
日（
途
中
加
入
の
場
合
は
加
入
日
の
翌
日
）

か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

申
込
場
所　
危
機
管
理
課
、玉
穂
・
豊
富
支
所

➡
問
合
せ　
危
機
管
理
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　

農
地
に
雑
草
や
樹
木
が
繁は

ん
も茂

す
る
な
ど
荒
廃
化

す
る
と
、火
事
や
不
法
投
棄
、病
害
虫
の
発
生
や
鳥

獣
の
住
み
か
に
な
る
な
ど
、周
辺
の
農
地
や
近
隣

住
民
に
多
大
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　
所
有
す
る
農
地
は
定
期
的
に
草
刈
り
を
す
る
な
ど
、

周
囲
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
適
切
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
、自
分
で
耕
作
で
き
な
い
場
合
は
、

他
の
農
業
者
に
貸
し
出
す
な
ど
、農
地
と
し
て
有

効
活
用
す
る
方
法
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
産
業
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
６
１

公
共
下
水
道
へ
接
続
の
お
願
い

　
下
水
道
に
は
、水
路
や
排
水
路
な
ど
の
水
質
を
守
り

悪
臭
や
蚊
な
ど
の
発
生
を
防
ぐ
役
割
が
あ
り
、衛
生

的
で
環
境
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、市
で
は
下
水
道
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い

の
世
帯
で
ま
だ
接
続
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

公
共
下
水
道
の
接
続
工
事
は
、市
の
指
定
を
受

け
た
業
者
の
み
が
行
え
ま
す
。排
水
設
備
指
定

工
事
店
は
、市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
上
下
水
道
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
５

７
月
の
市
民
と
市
長
の
対
話
室

　
今
月
の
市
民
と
市
長
の
対
話
室
は
お
休
み
で
す
。

来
月
の
予
定
は
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

➡
問
合
せ　
政
策
秘
書
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
２

相
　
談

７
月
の
行
政
相
談

　

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と（
年
金
、医
療
保
険
、

高
齢
者
医
療
、環
境
衛
生
、消
費
者
保
護
な
ど
）の

相
談
に
、行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時　
７
月
11
日（
金
）・
25
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
総
合
会
館　
多
目
的
室
１
ー
２

➡
問
合
せ　
総
務
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

専
門
家
が
応
じ
ま
す（
予
約
制
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

や
小
規
模
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
相
談
に
、や
ま

な
し
産
業
支
援
機
構
の
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日�

時　

７
月
２
日（
水
）、９
日（
水
）、16
日（
水
）、

23
日（
水
）、30
日（
水
）　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
産
業
課

※�

相
談
時
間
は
１
事
業
者
あ
た
り
約
１
時
間
で
す
。

別
日
で
も
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
産
業
課　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
６
１

無
料
弁
護
士
相
談（
予
約
制
）

　

相
続
、離
婚
、土
地
・
建
物
な
ど
の
法
律
上
の
問

題
に
、弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
７
月
25
日（
金
）　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
本
館

対
象　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

定
員　
６
人（
先
着
）

申
込
期
間　
７
月
22
日（
火
）　
午
前
９
時
～

※
初
め
て
利
用
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

※�

相
談
前
ま
た
は
相
談
中
に
、担
当
弁
護
士
が
相

談
内
容
に
対
し
て
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
は
、相
談
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
総
務
課　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

ひ
き
こ
も
り
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
当
事
者
や
そ
の
家
族
の
不
安
に
寄
り
添
い
、家
庭

ご
と
の
状
況
に
応
じ
た
相
談
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
家
庭
へ
訪
問
し
、当
事

者
や
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日（
要
予
約
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※�

詳
細
は
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

協
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

　
☎
２
７
４
ー
７
７
２
２

事
業
資
金
の
相
談
窓
口

　

市
内
小
規
模
事
業
者
向
け
事
業
資
金
の
相
談

（
設
備
投
資
な
ど
）に
応
じ
ま
す
。公
的
制
度
融
資
を

中
心
に
、金
融
機
関
へ
の
あ
っ
せ
ん
も
行
い
ま
す
。

対�

象　
市
在
住
ま
た
は
市
に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
者

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
中
央
市
商
工
会　
　
　
☎
２
７
３
ー
４
１
４
１

募
　
集

中
央
市
職
員　
採
用
試
験

試
験
日　
９
月
21
日（
日
）

試
験
会
場　
市
役
所
本
館

試�

験
区
分　
行
政
１
、行
政
２

　
　
　
　
　
保
育
士
、保
育
士（
社
会
人
枠
）

申
込
期
間　
８
月
８
日（
金
）～
８
月
29
日（
金
）

※��

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、市
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
総
務
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

中
央
市
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

▼�

保
育
士（
担
任
保
育
士
）（
2
年
以
上
の
保
育
士

経
験
が
必
要
）

賃
金　
月
給　
21
万
６
，８
０
０
円

※
昇
給
あ
り
、賞
与
年
2
回

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
そ
の
ほ
か
、早
・
遅
番
あ
り

こんなの１
い や や

８８っ！
消費生活トラブルQ＆A

消費者庁消費者ホットライン 188
イメージキャラクター　イヤヤン

携帯電話会社をかたる
偽SMSにご注意ください！

　契約している携帯電話会社名で「電話代
が高額になっています」というSMSが

届き、確認のためSMS内のURLにアクセスし、
ID、パスワード、暗証番号を入力した。その
後すぐに携帯電話会社から「通販サイト
で決済されました」というメールが次々
に届き、キャリア決済で約10万円が不正利用
されたことに気づいた。どうしたらよいか。

　携帯電話会社の名称でSMSやメール
が届いても、記載されているURLには

安易にアクセスせず、ID・パスワードなど
は入力しないようにしましょう。また、不正
利用が発覚した時はすぐにID・パスワー
ドなどを変更し、キャリア決済で利用され
た店舗（サイト）や携帯電話会社に連絡しま
しょう。不安に感じた場合やお困りの際に
は消費者ホットライン☎188にお問い合わ
せください。
➡問合せ　総務課　☎274-8511

　市では、文部科学省のG
ギ ガ

IGAスクール
構想を推進し、子どもたちがデジタル
社会を生き抜く力を育むことを目的に、
令和６年度から山梨大学教育学部教育
実践センターの三井一希准教授をアド
バイザーに迎えICTを活用した授業実践
に取り組んでいます。
　令和７年度は三村小学校と玉穂中学
校をモデル校とし、ICT推進取り組みの
一環として（株）フォネットのプログラ
ミング教室の出前授業を行いました。
授業では、児童生徒がプログラミング学
習アプリ「s

ス ク ラ ッ チ

cratch」で、パソコン画面上
でキャラクターを動かすプログラミン
グを学びました。

➡問合せ　教育総務課　☎274-8521

モデル校でモデル校で
プログラミング教室プログラミング教室

実施実施

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室
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相　
談

募　
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

情報BOX

スマホアプリ「マチイロ」広
報ちゅうおうが毎月無料で
配信されます！

Android ios

■ちゅうおうシティ インフォメーション



　市では飼い主のいない猫の不妊・去勢手術
への助成を行います。
対象　・市内在住の人
　　　・市内に事務所を有する個人または法人
助�成対象経費　令和７年４月１日から令和８
年２月28日の間に実施した、猫の不妊・去勢
手術および耳先カットの処置に要した費用

助成額（上限）　不妊手術（メス）１万6,000円
　　　　　　　去勢手術（オス）１万1,000円
申�請方法　申請書（医師の証明必須）に、「領収
書の写し」と「正面から撮影した個体全体が
分かるカラー写真および耳先カット後の猫
の様子が分かる写真」を添えて、市民環境課
窓口で提出してください。
申請期限　令和８年３月10日（火）まで
※�予算に限りがあるため、期限よりも前に受
け付けを終了する場合があります。
※�申請書は市民環境課窓口で入手するか、
市HPからダウンロードしてください。
※�詳細は市民環境課にお問い合わせいただ
くか、市HPでご確認ください。

飼い主のいない猫の不妊・去勢への飼い主のいない猫の不妊・去勢への
助成について助成について

市民環境課環境担当
☎274-8543

福
利
厚
生　

健
康
保
険
、雇
用
保
険
、労
災
保
険
、

厚
生
年
金
、通
勤
手
当

休
暇　
有
給
休
暇
、夏
季
休
暇
、特
別
休
暇

※
保
育
士（
パ
ー
ト
タ
イ
ム)

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※�

そ
の
他
の
条
件
や
申
込
方
法
な
ど
、詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
７

令
和
８
年
４
月
採
用

山
梨
県
警
察
官　
採
用
試
験

第
一
次
試
験
日　
９
月
21
日（
日
）

採
用
職
種
・
人
数

　
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
）

　
　
男
性
３
人
程
度
、女
性
２
人
程
度

　
警
察
官
Ｂ（
大
学
卒
業
以
外
）

　
　
男
性
13
人
程
度
、女
性
５
人
程
度

申
込
期
間　
７
月
22
日（
火
）～
８
月
22
日（
金
）

※
申
し
込
み
は
電
子
申
請
の
み
で
す
。

➡�

問
合
せ　
南
甲
府
警
察
署　
警
務
課

☎
２
４
３
ー
０
１
１
０

令
和
８
年
４
月
採
用

甲
府
地
区
消
防
職
員　
採
用
試
験

第
一
次
試
験
日　
９
月
28
日（
日
）

試
験
会
場　
山
梨
大
学
甲
府
キ
ャ
ン
パ
ス（
工
学
部
）

採
用
職
種
・
人
数　
消
防
吏
員（
消
防
士
）　
13
人
程
度

申
込
場
所　
甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課

　
　
　
　
　
（
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
ー
23
）

申
込
期
間　
７
月
14
日（
月
）～
８
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時　
（
平
日
の
み
）

※�

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、甲
府
地
区
消
防
本

部
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課

☎
２
２
２
ー
１
２
４
９

も
も
フ
ェ
ア
２
０
２
５

　

甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
、採
れ
た
て
の
桃
を
販

売
し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
品
種
を
取
り
揃
え
、み
な

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
12
日（
土
）　
午
前
９
時
～

場
所　
道
の
駅
と
よ
と
み

➡
問
合
せ　
（
一
財
）中
央
市
農
業
振
興
公
社

☎
２
６
９
ー
２
４
１
１

　
道
の
駅
と
よ
と
み　
　
☎
２
６
９
ー
３
４
２
４

地
域
防
災
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、災
害
へ
の
備

え
と
対
応
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、防
災

推
進
機
構
理
事
長
の
鈴
木
氏
と
、気
象
予
報
士
・

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
林
氏
を
講
師
に
迎
え
、

近
年
の
自
然
災
害
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
備
え
と

行
動
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
①
能
登
半
島
地
震
災
害
に
学
ぶ

　
　
　
　
②
豪
雨
災
害
か
ら
命
を
守
る

日
時　
７
月
13
日（
日
）　
午
後
２
時
～
４
時

自
衛
官　
採
用
試
験

募�

集
種
目　
自
衛
官
候
補
生
、一
般
曹
候
補
生
、航
空

学
生
、幹
部
候
補
生（
一
般
）、幹
部
候
補
曹
、防
衛

大
学
校
学
生
、防
衛
医
科
大
学
校
学
生
、高
等
工

科
学
校
生
徒
、予
備
自
衛
官
補

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡�

問
合
せ　

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
巨
摩
募

集
案
内
所　
　
　
　
☎
２
８
３
ー
５
１
５
０

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

消
費
生
活
展
２
０
２
５

　

県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
主
催
の
消
費
生
活
問
題

に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示「
消
費
生
活
展
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
最
終
日
に
は
、啓
発
品
の
配
布

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
２
日（
水
）～
６
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
甲
府
昭
和　
１
階
催
事
場

➡
問
合
せ　
総
務
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

vol.220Chuo
City
Chuo
City だより

男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

vol.220男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

vol.220Chuo
City
Chuo
City だより

男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

vol.220男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

毎年大好評！すぐに定員が埋まってしまう人気の男
性の料理教室を今年も開催します。今年のテーマは

「夏の男メシ！～食材をムダなく使い切る、エコでウマい男
の料理術」。旬の夏野菜を使い、食材を無駄なく使い切る工夫
も学べる、食品ロス削減にもつながるレシピをご紹介します。
　料理初心者でも安心して参加できる内容です。夏休み中の
お子さんや家族との参加も大歓迎です。

夏の男メシ大作戦！

申 込 期 間　７月１日（火）～ 25日（金）
申 込 方 法　�男女共同参画委員会事務局（企画課）に電話

（☎274-8523）またはメール（lg-kikaku@city.
yamanashi-chuo.lg.jp）でお申し
込みください。

　　　　　　※詳細は市HPでご確認ください。
市HPはこちら

日 時　８月９日（土）　午前10時～
場 所　玉穂総合会館�調理室
対象・定員　市内在住の男性　20人（先着）
メ ニ ュ ー　�夏野菜のキーマカレーwithナン、ライスペー

パーのサラダロール、桃のジュース
持 ち 物　エプロン、三角巾（またはバンダナ）、ハンドタオル

申
込
期
限　
７
月
22
日（
火
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
山
梨
県
中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
１
ー
２
３
ー
３
５
０
１

　

0
５
５
１
ー
２
３
ー
３
０
１
２

　

ch-kenm
inc@

pref.yam
anashi.lg.jp

生
涯
教
育
講
座

豊
富
郷
土
資
料
館
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

　

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜
の
資
料
館
を
親

子
で
探
索
し
て
み
ま
せ
ん
か
。懐
中
電
灯
の
明
か

り
を
頼
り
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
を
探
し
な
が
ら
資

料
館
を
一
周
し
ま
す
。最
後
に
は
恐
怖
の
試
練
も
…
。

日
時　
７
月
31
日（
木
）　
午
後
７
時
～

　
　
　
（
午
後
６
時
30
分　
受
付
）

場
所　
豊
富
郷
土
資
料
館

対
象
・
定
員　

�

親
子
７
組（
先
着
）

持
ち
物　
懐
中
電
灯
、上
履
き
、筆
記
用
具

申
込
期
間　
７
月
４
日（
金
）～
25
日（
金
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
教
育
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

協
定
書
調
印
式
・
配
備
機
材
お
披
露
目
式

　

公
益
財
団
法
人
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
支
援
事
業
で
配

備
し
た
機
材（
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
）の
お
披
露
目

式
と
災
害
支
援
な
ど
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結
式

を
行
い
ま
す
。

日
時　
7
月
30
日（
水
）　
午
後
４
時
～
４
時
30
分

場
所　
玉
穂
支
所　
防
災
倉
庫

➡
問
合
せ　
危
機
管
理
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
10
月
４
日（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～

場
所　
田
富
福
祉
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

申
込
期
限　
８
月
29
日（
金
）

▼
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
10
月
12
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～

場
所　
玉
穂
南
小
学
校
体
育
館

申
込
期
限　
８
月
29
日（
金
）ま
で

▼
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
本
戦�

10
月
５
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～

場
所　
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場

※�

予
選
は
８
月
18
日（
月
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。実
施

場
所
は
田
富
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

申
込
期
限　
７
月
14
日（
月
）ま
で

※�

選
手
選
考
な
ど
は
、自
治
会
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

各
自
治
会
の
体
育
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
中
央
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局（
生
涯
教
育
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

場
所　
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー　
１
階

※�

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
第
１
自
主
防
災
会
長　
竹
野

☎
０
９
０
ー
１
１
２
４
ー
３
９
１
９

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
第
2
自
主
防
災
会
長　
細
川

☎
０
９
０
ー
７
７
２
３
ー
２
５
２
９

　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
第
３
自
主
防
災
会
長　
竹
田

☎
０
９
０
ー
３
０
７
９
ー
１
４
２
５

夏
休
み
子
ど
も
向
け
防
災
講
座（
予
約
制
）

　

起
震
装
置
を
用
い
た
Ｍ
Ａ
Ｘ
震
度
７
の
地
震
体

験
や
、日
用
品
を
用
い
た
防
災
グ
ッ
ズ
製
作
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
防
災
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
26
日（
土
）�

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
山
梨
県
立
防
災
安
全
セ
ン
タ
ー
（
今
福
９
９
１
）

対
象　
小
学
校
３
～
６
年
生
の
児
童

※
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

定
員　
40
人（
保
護
者
含
む
）

持�

ち
物　

空
き
缶（
ツ
ナ
缶
サ
イ
ズ
）、ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル（
５
０
０
㎖
）、カ
ッ
タ
ー

消防団員の活動
・火災発生時の消火活動、消防職員のサポート
・災害発生時の水防活動や避難誘導
・地域の消防設備や車両の点検、訓練など
入団資格
�　市内在住または在勤の18歳以上の人で、
心身ともに健康な人（性別不問）

　自分が「育った、暮らす、働く」
まちを守るために、消防団に入団
をお願いします。

➡問合せ　危機管理課　☎274-8519

詳細はこちら

中央市消防団 団員募集
市民
安全
安心

防
災
ア
プ
リ

　
市
で
は
防
災
情
報
の
発
信
手
段
と
し
て
防
災
無
線

と
防
災
メ
ー
ル
配
信
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、今
年

度
か
ら
新
た
に「
防
災
ア
プ
リ
」を
導
入
し
ま
し
た
。

防
災
ア
プ
リ
の
特
長

　

防
災
無
線
と
の
連
携
に
よ
り
、放
送
と
同
時

に
情
報
の
受
け
取
り
が
可
能
で
す
。ま
た
、外
出

時
の
市
内
防
災
情
報
の
受
け
取
り
や
、放
送
内

容
の
聞
き
直
し
な
ど
が
可
能
で
す
。

　

防
災
ア
プ
リ
に
は
、防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ほ
か
、防
災
に
役
立
つ
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

➡
問
合
せ　
危
機
管
理
課　

☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

↑防災アプリ
のダウンロー
ドはこちら

男女共同参画週間の展示を行いました
　男女共同参画週間（６月23日（月）～ 29日（日））
にあわせ、田富図書館で男女共同参画に関する展
示を行いました。多様な視
点から「共に生きる社会」
について考えるきっかけ
として、多くの来館者にご
覧いただきました。

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

募　
集

相　
談

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

相　
談
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イ
ベ
ン
ト・教
室

お
知
ら
せ

募　
集

イ
ベ
ン
ト・教
室

お
知
ら
せ



入札結果公表入札結果公表 ➡問合せ　管財課　☎274-8517

入札執行日　令和７年５月29日 ※金額に消費税は含まれません（単位：円）

工事・委託・物品（役務）名 工事・委託・納入（納品）
場所 落札業者 落札金額 予定価格

中央市公立保育園屋外遊具設置工事 成島地内　他 ㈱パークプラン工業 19,000,000 19,590,000

中央市立三村小学校電話設備更新工事 成島地内 ㈱大成電気 2,440,000 2,500,000

中央市立田富南小学校電話設備更新工事 西花輪地内 ㈱アスロック 2,150,000 2,200,000

中央市立玉穂中学校電話設備更新工事 下河東地内 ㈱伸電工業 2,650,000 2,700,000

中央市立玉穂中学校空調機取替工事 下河東地内 日昇総合設備㈱ 2,210,000 2,316,000

大田和地区配水管布設替工事7-1-1工区 大田和地内 ㈲カワスミ 21,100,000 21,930,000

非常用連絡管設置に伴う配水管拡張工事
7-2-1工区 山之神地内　他 ㈲丸松 19,350,000 19,950,000

浅利地区配水管布設替工事（第1工区） 浅利地内 ㈱マルホ工業 26,240,000 27,240,000

よし原地区内既設管処理工事7-1工区 山之神地内 ㈲山下組土木 8,350,000 8,740,000

中央市総合防災公園芝生等散水業務委託 布施・山之神・臼井阿原地内 ㈲峡中緑化 1,270,000 1,330,000

88号橋外2橋補修設計業務委託 西花輪地内　他 ㈱フジ・フロンテ中央支店 4,450,000 4,720,000

中央市公共下水道非常用自家発電設備
詳細設計業務委託 山之神地内 ㈱理工エンジニアリング 4,600,000 4,970,000

中央市立田富第一保育園
改修工事設計業務委託 布施地内 ㈱山形一級建築士事務所 15,520,000 15,980,000

中央市立田富小学校屋内運動場
長寿命化改修工事等設計業務委託 布施地内 ㈱馬場設計 21,600,000 22,400,000

中央市役所宿直業務委託 中央市役所 山梨グローブシップ㈱ 19,593,780 19,728,000

中央市役所清掃業務委託 中央市役所 ㈱日本リフレッシュ 4,980,000 6,040,000

消防団可搬ポンプ積載車両購入 中央市役所 ㈲中村ポンプ工作所 16,390,000 16,900,000

中央市学校給食センター食器購入 臼井阿原地内 ㈱日新厨房企画 5,022,000 5,193,000

中央市立田富北小学校児童用机椅子購入 臼井阿原地内 ㈱正直堂　本部・中央支店 3,594,400 3,840,000

中央市立田富南小学校
カラーインクジェット複合機リース 西花輪地内 ㈱マルモ 5,436,000 5,760,000

入札執行日　令和７年５月29日（事後審査型条件付き一般競争入札） ※金額に消費税は含まれません（単位：円）

工事・物品（役務）名 工事・納入（納品）
場所 落札業者 落札金額 予定価格

中央市立田富第二・田富第三統合保育園
建設（建築主体）工事 西花輪地内

長田組土木・興龍社中央
市立田富第二・田富第三
統合保育園建設(建築主
体)工事共同企業体

510,000,000 514,800,000

中央市立田富小学校給食室等解体工事 布施地内 山本基礎工業㈱ 91,800,000 96,640,000

投票用紙計数機等購入 中央市選挙管理委員会 ㈱マルモ 4,100,000 4,300,000

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

７
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月
で
す

　
７
月
11
日（
金
）に
、５
月
・
６
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

通
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�「
児
童
扶
養
手
当
」と
は
、ひ
と
り
親
家
庭
を
対

象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

➡
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
７

物
価
高
騰
対
策
給
付
金（
こ
ど
も
加
算
）

　
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、中
央
市

物
価
高
騰
対
策
給
付
金（
３
万
円
）を
受
給
し
た
世

帯
の
う
ち
、対
象
児
童
の
い
る
世
帯
に
対
し
こ
ど

も
加
算
分
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
世
帯
に
は
、順
次
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、お
手
元
に
届
い
た
ら
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

支�

給
対
象
世
帯
　
中
央
市
物
価
高
騰
対
策
給
付
金

を
受
給
し
た
世
帯（
令
和
６
年
度
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
）で
、次
の
①
②
③
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
世
帯

①�

令
和
６
年
12
月
13
日
時
点
で
同
一
世
帯
に
な
っ

て
い
る
18
歳
以
下（
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
）の
児
童

②�

令
和
６
年
12
月
14
日
～
令
和
７
年
７
月
18
日
の

間
に
出
生
し
た
新
生
児

③�

別
世
帯
だ
が
扶
養
し
て
い
る
18
歳
以
下（
平
成
18

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）の
児
童

※�

①
の
場
合
は
申
請
不
要
で
す
が
、②
③
に
該
当

す
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

支
給
金
額
　
児
童
一
人
あ
た
り
２
万
円

申
請
場
所
　
子
育
て
支
援
課

申
請
期
限
　
７
月
31
日（
木
）ま
で

➡
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
７

パ
パ
マ
マ
学
級
・
育
児
学
級（
予
約
制
）

※�

広
報
折
込
の「
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ
」も
あ
わ

せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
③（
出
産
と
沐
浴
）

日
時
　
８
月
22
日（
金
）　
午
後
６
時
45
分
～
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
玉
穂
勤
労
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
沐
浴
・
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
、夫
婦
ワ
ー
ク
、

妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

持�

ち
物
　
母
子
手
帳
、筆
記
用
具

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

心
理
士
や
保
健
師
が
対
応
す
る
子
育
て

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
予
約
制
）

　
お
子
さ
ん
の
成
長
発
達
に
関
す
る
心
配
事
や
、

お
子
さ
ん
の
個
性
に
合
わ
せ
た
上
手
な
関
わ
り
方

な
ど
、子
育
て
に
つ
い
て
心
理
士
や
保
健
師
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時
　
７
月
10
日（
木
）、25
日（
金
）

　
　
　
８
月
８
日（
金
）、22
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
玉
穂
勤
労
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
・
父
子
・
寡
婦

家
庭
）の
み
な
さ
ん
へ

　
お
子
さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な
資
金
計
画
は
お

済
み
で
す
か
。大
学
や
高
等
学
校
に
入
進
学
す
る

際
に
は
、入
学
金
・
授
業
料
の
ほ
か
、施
設
設
備
費

や
制
服
代
な
ど
の
経
費
が
必
要
で
す
。

　
山
梨
県
で
は
、母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の
お

子
さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な
資
金
計
画
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
限
度
額

　（
例
）公
立
高
校
・
自
宅
通
学
の
場
合

修
学
資
金
　
２
万
７
，０
０
０
円（
月
額
）

就
学
支
度
資
金
　
15
万
円

※�

私
立
の
場
合
な
ど
、条
件
に
よ
っ
て
貸
付
限

度
額
が
異
な
り
ま
す
。ま
た
、貸
し
付
け
に
は

審
査
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

子育て支援センター「しん☆ちび」
各種イベントのご案内

しん☆ちび
HPはこちら

※�各イベントの詳細確認や参加申し込
みは、しん☆ちびHPをご利用ください。
➡申込み・問合せ
　子育て支援センター「しん☆ちび」

☎269-8212

　しん☆ちびでは、交流会や講習会など、子育てに関わる
人を対象にしたイベントを毎月開催しています。

ふたご・多胎親子あつまれ（予約制）

　ふたご・多胎親子のみなさんが集まって、あそんだり、
おしゃべりしたり、交流を楽しむ会です。
日時　７月９日(水)　午後10時30分～ 11時30分
対象・定員　ふたご・多胎児の親子　５組
申込期間　イベント前日まで

助産師相談（先着順）

　子育て広場のご利用時に、助産師が相談に応じます。
妊娠中のこと、赤ちゃんのこと、ママのからだのことなど、
気軽にご相談ください。
日時　７月10日(木)・24日（木）　午後10時～ 11時30分
対象　妊婦、０歳～

ぱぱとこの日
「理学療法士パパと学ぼう　赤ちゃんケア」（予約制）

　理学療法士のパパと一緒に、赤ちゃんのあたまのかたち・
向きぐせ・反り返り・抱っこの仕方など、赤ちゃんの発達
のポイントやお世話について学ぶ会です。
パパだからできる抱っこやケアを一緒にやってみましょう。
日時　７月20日(日)　午前10時30分～ 11時30分
対象・定員　�0歳児と父親　５組
申込期間　イベント前日まで

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

イ
ベ
ン
ト・教
室

募
　
集

相
　
談

お
知
ら
せ
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市
民
税
非
課
税
の
世
帯
）

　
→
購
入
費
の
２
分
の
１（
上
限
５
万
円
）

②�

第
４
段
階
に
該
当（
課
税
世
帯
で
市
民
税
非
課

税
の
人
）

　
→
購
入
費
の
３
分
の
１（
上
限
３
万
２
，０
０
０
円
）

※�

補
助
対
象
経
費
は
補
聴
器
本
体
の
購
入
に
要
し

た
経
費
で
す
。診
察
料
や
補
聴
器
の
修
理
な
ど

の
費
用
は
対
象
外
で
す
。

申�

請
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類（
医
師
の
意
見
書
、

見
積
書
、管
理
医
療
機
器
の
補
聴
器
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
書
類
）を
添
付
し
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
７
４
ー
８
５
５
８

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
み
な
さ
ん
へ

保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼�

国
民
健
康
保
険�

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
・
資
格

確
認
書
を
お
届
け
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

へ「
国
民
健
康
保
険
証（
保
険
証
）」を
交
付
し
て
い

ま
し
た
が
、令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
保
険
証
の

発
行
は
さ
れ
な
く
な
り
、マ
イ
ナ
保
険
証（
保
険
証
と

し
て
利
用
登
録
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
以
降
に
使
用
で
き
る「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ（
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
）」ま
た
は

「
資
格
確
認
書（
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な

い
人
）」を
、７
月
末
ま
で
に
順
次
送
付
し
ま
す
。

※�

世
帯
内
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
と
そ

う
で
な
い
人
が
そ
れ
ぞ
れ
い
る
場
合
、別
々
に

届
き
ま
す
。

※�

令
和
６
年
12
月
以
降
に
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

を
発
行
済
み
の
人
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
届
い
た
人
の

中
で
、す
で
に
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
届
出
が
必
要

で
す
。社
会
保
険
で
出
さ
れ
た
資
格
情
報
の
お

く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
山
梨
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課　
　
☎
０
５
５
１
ー
２
３
ー
３
４
４
３

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
「
夜
眠
れ
な
い
」「
憂
鬱
な
気
分
が
続
く
」な
ど
の

心
の
病
気
が
心
配
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、医
療
に
か
か
っ
て
い

な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

保
健
師
電
話
相
談（
予
約
不
要
）

　
７
月
７
日（
月
）　
午
後
１
時
～
４
時

➡
相
談
・
申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

聴
力
の
低
下
で
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
づ
ら
い
高
齢
者
を
対
象
に
、補
聴
器
の
購

入
を
補
助
し
ま
す
。

対
象（
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
）

�・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、今
年
度
に
65
歳
以
上
に

な
る
人

�・�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
補
装
具（
補
聴
器
）

の
支
給
対
象
で
は
な
い
人

�・�

耳
鼻
咽
喉
科
医
師
が
補
聴
器
の
装
用
を
認
め
た
人

�・�

市
税
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

の
構
成
員
で
あ
る
こ
と

�・�

介
護
保
険
料
の
第
１
段
階
か
ら
第
４
段
階
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

補
助
額（
介
護
保
険
料
の
段
階
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

①�

第
１
段
階
～
第
３
段
階
に
該
当（
世
帯
全
員
が

知
ら
せ
な
ど
を
持
参
し
、保
険
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
の
限
度
額
適
用
に

つ
い
て

　

入
院
や
外
来
診
療
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な

る
場
合
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、

保
険
適
用
に
か
か
る
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
に
な
り
ま
す
。自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯
の

所
得
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
、課
税
状
況
に
よ
っ

て
は
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紙
の
限
度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち

の
人
も
、今
後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示

す
れ
ば
医
療
機
関
で
自
己
負
担
限
度
額
等
の
情
報

の
確
認
が
で
き
る
た
め
、限
度
額
適
用
認
定
証
の

事
前
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、次
に
該

当
す
る
人
は
、引
き
続
き
限
度
額
適
用
認
定
証
の

申
請
が
必
要
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
が
必
要
な
人（
い
ず

れ
か
に
該
当
）

�・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
人

�・�

直
近
12
か
月
の
中
で
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え

る
住
民
税
非
課
税
の
人

�・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
対
応
し
て
い
な
い
医

療
機
関
を
受
診
す
る
人

申
請
期
間　
７
月
１
日（
火
）～

場
所　
保
険
課
、玉
穂
・
豊
富
支
所

持�

ち
物　

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
な
ど
）、世
帯
主
お
よ
び
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

※�
直
近
12
か
月
の
中
で
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え

る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
領
収
書
な
ど
入

院
期
間
の
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

➡
問
合
せ　
保
険
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は「
保
険
料
免
除

制
度
」や「
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。申
請
者
本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
の
前
年

所
得
で
審
査
し
、承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
に
保
険
料
が
未
納
の
状

態
で
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

請
場
所　
保
険
課
、玉
穂
支
所
、豊
富
支
所
、竜
王

年
金
事
務
所

※�

申
請
書
は
保
険
課
、玉
穂
支
所
、豊
富
支
所
、竜
王

年
金
事
務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間　
７
月
１
日（
火
）～

※�

過
去
の
申
請
に
つ
い
て
は
、２
年
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

申
請
は
原
則
、毎
年
必
要
で
す
。詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
保
険
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
５

　
竜
王
年
金
事
務
所　
　
☎
２
７
８
ー
１
１
０
０

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

か
ら
技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

　

令
和
７
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人
が
対
象
の
講
習
会

で
す
。参
加
す
る
に
は
、事
前
に
シ
ル
バ
ー
登
録
が

必
要
で
す
。

▼
手
刈
り
・
刃
物
研
ぎ
講
習

　

手
刈
り
で
の
除
草
の
コ
ツ
、道
具
の
手
入
れ
の

仕
方
を
実
技
中
心
に
学
び
ま
す
。

日
時　
８
月
20
日（
水
）　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
甲
府
市
内

定
員　
15
人(

書
類
選
考)

申
込
期
限　
７
月
24
日(

木)

▼
認
知
症
介
助
士
講
習

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、認
知
症
の
人
へ
の

適
切
な
対
応
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

膵膵す
い
ぞ
う

す
い
ぞ
う臓臓

が
ん
治
療
の
最
前
線

が
ん
治
療
の
最
前
線

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

消
化
器
外
科
　
特
任
助
教
　
齊
藤 

亮

〈
進
歩
す
る
膵
臓
が
ん
治
療
〉

　
膵
臓
は
お
腹
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、主
に
消

化
液
を
分
泌
す
る
機
能
と
、血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。こ
の
膵
臓
に

で
き
る
悪
性
腫
瘍
で
あ
る
膵
臓
が
ん
は
、日
本
で

は
男
女
と
も
に
6
番
目
に
多
い
が
ん
と
な
っ
て

お
り
、が
ん
に
よ
る
死
亡
数
で
は
男
性
で
４
位
、

女
性
で
は
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。山
梨
県
で
は

年
間
約
３
０
０
人
が
膵
臓
が
ん
と
診
断
さ
れ
て

お
り
、70
〜
80
歳
代
の
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多
い

こ
と
も
特
徴
で
す
。近
年
で
は
検
診
制
度
の
普
及
に

よ
り
、手
術
が
可
能
な
段
階
で
早
期
発
見
さ
れ
る

こ
と
も
増
え
て
お
り
、ま
た
手
術
の
前
後
に
薬
物

（
抗
が
ん
剤
）治
療
を
行
う
な
ど
、集し

ゅ
う
が
く
て
き

学
的
治
療

（
手
術
や
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
治
療

法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
）が
一
般
的
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
効
果
も
あ
り
、徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、膵
臓
が
ん
の
治
療
成
績
は
向
上
し
て
い

ま
す
。我
々
は
内
科
、外
科
、放
射
線
科
、化
学
療

法
部
、検
査
部
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
が
密
に
連

携
を
と
り
、ワ
ン
チ
ー
ム
で
膵
臓
が
ん
治
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
膵
臓
が
ん
手
術
の
最
前
線
〉

　

手
術
に
お
い
て
も
大
き
な
変
換
点
を
迎
え
て

い
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
台
頭
で
す
。膵
臓
が

ん
の
手
術
に
は
大
き
く
分
け
て
、右
半
分
を
切
除

す
る
膵す

い
と
う
じ
ゅ
う
に
し
ち
ょ
う

頭
十
二
指
腸
切
除
と
、左
半
分
を
切
除
す

る
膵す

い
た
い
び
ぶ

体
尾
部
切
除
が
あ
り
ま
す
。特
に
前
者
の
膵

頭
十
二
指
腸
切
除
で
は
、十
二
指
腸
や
胆た

ん
か
ん管
な
ど

も
一
緒
に
切
除
し
、さ
ら
に
１
〜
２
㎜
程
度
の

膵す
い
か
ん管
と
腸
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
な
ど
、非
常
に
細
か

い
再さ

い
け
ん建
手
技
も
要
求
さ
れ
ま
す
。こ
の
場
面
に
お

い
て
、ロ
ボ
ッ
ト
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。す
な
わ
ち
、従
来
の
開
腹
手
術

を
凌り

ょ
う
が駕
す
る
正
確
さ
で
こ
れ
ら
の
細
か
い
操
作

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。現
在
で
は
い
ず

れ
の
術
式
に
つ
い
て
も
、多
く
の
症
例
を
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
で
行
っ
て
い
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
る

こ
と
で
、小
さ
い
傷
で
、手
術
中
の
出
血
量
が
少

な
く
、患
者
さ
ん
の
体
へ
の
負
担
が
小
さ
い
手
術

が
可
能
と
な
り
ま
す
。そ
の
結
果
、高
齢
の
患
者

さ
ん
や
併
存
症
を
有
す
る
患
者
さ
ん
に
も
、安
全

な
手
術
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、術
後
の
合
併

症
が
少
な
く
、今
ま
で
よ
り
も
半
分
程
度
の
入
院

期
間
で
退
院
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
お
わ
り
に
〉

　
膵
臓
が
ん
に
対
し
て
は
、手
術
を
中
心
と
し
た

集
学
的
治
療
が
行
わ
れ
、治
療
成
績
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。患
者
さ
ん
に
と
っ
て
負
担
が

少
な
く
、ス
ム
ー
ズ
に
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に

復
帰
で
き
る
よ
う
、最
前
線
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

企
画　
一
般
財
団
法
人　
里
仁
会

みなさんのみなさんの
健康健康

※�「
認
知
症
介
助
士
資
格
認
定
」の
試
験
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

日
時　
８
月
26
日（
火
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
甲
府
市
内

定
員　
12
人(

書
類
選
考)

申
込
期
限　
７
月
31
日(

木)

▼
刈
払
機
安
全
講
習

　

刈
払
機
の
安
全
な
取
扱
い
に
つ
い
て
座
学
と
実

技
で
学
び
ま
す
。

日
時　
９
月
４
日（
木
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
富
士
川
町
内

定
員　
15
人(

書
類
選
考)

申
込
期
限　
８
月
１
日(

金)

▼
障
子
・
網
戸
張
替
え
講
習

　

障
子
と
網
戸
の
正
し
い
張
替
え
方
と
コ
ツ
を
学

び
ま
す
。

日
時　
９
月
10
日（
水
）・
11
日（
木
）　

２
日
間

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
笛
吹
市
内

定
員　
10
人(

書
類
選
考)

申
込
期
限　
８
月
７
日(

木)

➡�

申
込
み
・
問
合
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
２
８
ー
８
３
８
３

て
と

〜
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る
支
援
の「
輪
」
〜

地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業

に
つ
い
て

　

地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
と
は
、障
が
い

が
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、障
が
い
の
重
度
化
や
高

齢
化
、ま
た「
親
亡
き
後
」を
見
据
え
、地
域

生
活
で
生
じ
る
、障
が
い
が
あ
る
人
を
介
護

す
る
家
族
の「
も
し
も
の
時
」に
対
応
す
る

た
め
、関
係
機
関
が
連
携
し
地
域
生
活
を
支

援
す
る
事
業
で
す
。

　
「
も
し
も
の
時
」と
は
、自
宅
で
生
活
す
る

障
が
い
が
あ
る
人
が
、介
護
者
や
他
の
家
族

の
急
病
な
ど
に
よ
り
介
護
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
を
指
し
ま
す
。

➡
問
合
せ

　
福
祉
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
４

　

�

中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
１
１
０
０

地域生活支援拠点事業の事業内容地域生活支援拠点事業の事業内容
・緊急時の、相談支援や受け入れ対応
・サービスなどの体験の機会や場の提供
・専門的人材の確保や育成
・地域の体制づくり

※�利用するには、事前登録が必要です。
詳細はお問い合わせください。 イ

ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て



各SNSの閲覧はこちらから各SNSの閲覧はこちらから インスタグラムインスタグラム フェイスブックフェイスブック

蛍光灯の明かりだけでちょっと怖い雰囲気

店舗前に各種特設ブースが設置され、賑わっていました 寄付をありがとうございます！

クンクン…とうもろこしの盗難は許さないワン！

　市内に支店をおく株式会社柳
正堂書店から「企業版ふるさと納
税」制度を活用した寄付金172万
8,170円が市に贈られ、望月市長
から感謝状を贈呈しました。
　いただいた寄付金は、代表取締役
社長大塚茂さんの意向に基づき、
学校図書室の図書の更新費に充て
させていただきます。

　警察とJAでは、とうもろこしの盗
難被害を防ぐため、収穫時期に合わ
せてパトロールを強化しています。
　この日、南甲府警察署でパトロー
ル隊の出発式が行われ、消防団や生
産者も協力して市内のとうもろこし
畑をパトロールしました。警察犬も
同行し、怪しい人影がないか警戒し
ながら巡回しました。

　市スポーツ推進委員協議会
主催のウォーキング大会が開
催されました。
　今年は、かつてJR中央本線
下り線として使用されていた
「大日影トンネル遊歩道」を歩
きました。トンネル内の独特な
雰囲気を味わいながら、自然を
満喫しました。

　創業から19年を迎えたた・から農産
物直売所で、創業祭が開催され、新鮮な
野菜を求めて多くのお客さんが詰めか
けました。
　会場には農産物の直売のほか、特産品
のトマトを使ったベーコンレタスバー
ガーの販売や、くじ引きやヨーヨー釣り
など子どもが楽しめるブースが設けら
れ、来場者を楽しませてくれました。

柳正堂書店へ感謝状贈呈（企業版ふるさと納税）～市役所～た・から創業祭　　～た・から 農産物直売所～ 4/24（木）５/24（土）

望月市長から大塚社長へ感謝状を贈呈

パトロールよろしくお願いします

自然を満喫！ 市民ウォーキング大会　　～大日影トンネル遊歩道周辺～わんぱく与一まつり　　～豊富郷土資料館～

当時の線路が残っていて、ちょっぴり不思議な感覚

新鮮なトマトを手にする来場者

５/18（日）５/24（土）

　市のリサイクルの推進のため、中央市環境事業協
同組合から資源物回収容器（エコバック）25個が寄
贈されました。
　資源物回収容器には「ペットボトル」「アルミ缶」
とそれぞれ大きく印字されており、一目で何の回収
容器なのか分かるようになっています。
　いただいた資源物回収容器は、24時間リサイク
ルステーションなどに配備し、市民のみなさんのリ
サイクル活動の推進に活用させていただきます。

資源物回収容器を寄贈していただきました　　～市役所～思春期ふれあい体験学習　　～玉穂勤労健康管理センター～ ５/21（水）6/6（金）

寄贈していただいた資源物回収容器

もろこし畑をパトロール　　～市内各所～親子で田植えを体験　　～市内ほ場～

みんな一列になって、田植えがんばるぞ！

命の大切さを実感するね

竹の刀づくりに夢中

みんな上手に植えています

赤ちゃんを目の前にして目を輝かせる生徒たち

手作り甲冑を着て、与一になりきりだぁー！

　子どもたちが農業体験をとお
して地産地消や食の大切さを
学ぶ「教育ファーム」が今年も実
施され、市内公立保育園5園の園
児とその保護者が田植えを体験
しました。
　秋には稲刈り体験が予定され
ており、収穫したお米で作った
おにぎりが給食に登場します。

　玉穂中学校の３年生が、赤ちゃ
んとふれあいながら、命の大切
さを学びました。
　参加した生徒からは「自分も
こんなに小さな時があったん
だと思うと、大きく育ててくれ
た両親に感謝の気持ちがわい
てきた」と心温まる感想が聞か
れました。

　地域の文化や歴史上の人物「浅利
与一公」を遊びながら学ぶイベント
「わんぱく与一まつり」が豊富郷土
資料館で開催されました。
　会場には弓矢体験コーナーや段
ボール甲冑体験コーナーのほか、竹で
刀を手作りするコーナーが設けられ、
参加した子どもたちはそれぞれ与
一になりきって楽しんでいました。

５/23（金）6/7(土）

マークがついている記事はそのアイコンのマークがついている記事はそのアイコンの
SNSでも紹介しています。ぜひご覧ください。SNSでも紹介しています。ぜひご覧ください。
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マークがついている記事はそのアイコンのマークがついている記事はそのアイコンの
SNSでも紹介しています。ぜひご覧ください。SNSでも紹介しています。ぜひご覧ください。



図書館だより

もっと
知りた

い！

図書館探検隊

Instagramは
こちら

HPはこちら

●玉穂生涯学習館　　☎230-7300●玉穂生涯学習館　　☎230-7300
●田富図書館　　　　☎274-3311●田富図書館　　　　☎274-3311
●豊富図書館（分館）　☎269-4011●豊富図書館（分館）　☎269-4011

児
童（
幼
児
く
ら
い
か
ら
）

み
っ
ち
り
つ
ぶ
つ
ぶ　
と
う
も
ろ
こ
し

 

い
わ
さ
ゆ
う
こ 

作　
童
心
社

　

と
う
も
ろ
こ
し
っ
て
、ど
う
や
っ
て

育
つ
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
あ
の
つ

ぶ
つ
ぶ
が
大
き
く
な
る
ま
で
に
は
、

ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か
な
？
身
近
な

野
菜
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
魅
力
を
、

楽
し
い
擬
音
で
伝
え
る
絵
本
で
す
。

　

暑
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
な
ジ
ェ

ラ
ー
ト
の
作
り
方
を
ま
と
め
た
レ
シ

ピ
集
。す
い
か
や
桃
な
ど
季
節
の
果
物

を
使
用
し
た
も
の
か
ら
、枝
豆
、ト
マ

ト
な
ど
の
野
菜
を
使
用
し
た
も
の
ま

で
幅
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
の
周
り
の
物
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絵
や
文
字
を
書
き
加
え
て
リ
メ
イ
ク

を
す
る
、ら
く
が
き
の
楽
し
み
方
と
ア

イ
デ
ア
を
ま
と
め
た
一
冊
で
す
。こ
の

本
を
も
と
に「
日
常
に
一
色
足
せ
る
も

の
づ
く
り
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ぼ
く
の
影
を
さ
が
し
て

飯
沢
耕
太
郎 

文　

m
inim

++ 

絵　
福
音
館
書
店

　
未
経
験
者
・
知
識
ゼ
ロ
か
ら
で
も
始

め
る
こ
と
の
で
き
る
、俳
句
の
作
り
方
、

句
会
の
参
加
方
法
を
紹
介
し
た
一
冊
。

巻
末
に
は
興
味
を
持
っ
た
ら
す
ぐ
に

挑
戦
で
き
る「
句
会
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ

ト
」が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
万
博
１
９
７
０

 

藤
川
智
子 

著　
白
井
達
郎 

監
修　
ほ
る
ぷ
出
版

　

１
９
７
０
年
に
大
阪
で
お
こ
な
わ
れ

た
万
国
博
覧
会（
大
阪
万
博
）で
は
、当
時

の
最
先
端
の
技
術
が
つ
か
わ
れ
、世
界
中

か
ら
注
目
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
見
て
も
驚

く
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
大
阪

万
博
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。

児
童（
小
学
低
学
年
く
ら
い
か
ら
）

児
童（
小
学
高
学
年
く
ら
い
か
ら
）

中央市

中央市の人口と世帯
　面積：31.69㎢　面積：31.69㎢
　中央市役所の位置　中央市役所の位置
　 北緯35度35分58秒　 北緯35度35分58秒
　 東経138度31分2秒　 東経138度31分2秒

令和７年６月１日現在　（　）は前月比令和７年６月１日現在　（　）は前月比
住民基本台帳人口住民基本台帳人口…… 30,499人 （+ ７人）30,499人 （+ ７人）
　　男男…………………………………… 15,107人 （+15人）15,107人 （+15人）
　　女女…………………………………… 15,392人 （－８人）15,392人 （－８人）
世　帯世　帯……………………………… 14,28014,280世帯世帯 （ （+22+22世帯）世帯）

一
般

一
般

一
般

　

今
月
の
表
紙
は
、６
月
７
日（
土
）に
行
わ

れ
た「
教
育
フ
ァ
ー
ム
」の
第
一
弾
、親
子
田

植
え
体
験
の
様
子
で
す
。農
家
の
み
な
さ
ん

に
植
え
つ
け
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、園
児
た

ち
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
秋
に
は
同
じ
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
体
験
が
行

わ
れ
、収
穫
し
た
お
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り

が
給
食
に
で
る
予
定
で
す
。

　

炊
き
た
て
の
新
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
、

楽
し
み
で
す
ね
。そ
の
頃
に
は
令
和
の
米
騒

動
も
落
ち
着
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
…
。

ら
く
が
き
で
手
作
り

 

ら
く
が
き
屋gam

i 

著　
主
婦
と
生
活
社

　
あ
る
日
突
然
、影
を
な
く
し
て
し
ま
っ

た
男
の
子
。自
分
の
影
を
さ
が
し
て
、

影
ば
か
り
の
町
へ
と
ま
よ
い
こ
み
ま
す
。

忘
れ
か
け
て
い
た
影
の
魅
力
と
新
し
い

魅
力
を
、た
く
さ
ん
の
不
思
議
な
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

愛
さ
れ
ジ
ェ
ラ
ー
ト

ざ
く
ざ
く
刻
ん
で
、ぐ
る
ぐ
る
混
ぜ
て
な
め
ら
か
ク
リ
ー
ミ
ー

 

本
間
節
子 

著　
文
化
出
版
局

ゼ
ロ
か
ら
俳
句
い
き
な
り
句
会

毎
日
と
人
間
関
係
が
ラ
ク
に
な
る
、「
初
め
て
の
人
」の
俳
句
入
門

 

岸
本
葉
子 

著　
笠
間
書
院

豊富図書館イベント

玉穂生涯学習館イベント

７月のおはなし会

▶玉穂生涯学習館
　ちいちゃいちいちゃいおはなし会( ６か月～３歳)
　日時　７月２日（水）、16日（水）、８月６日（水）　午前10時30分～
　おはなしでてこい
　日時　７月５日（土）
　　　　ひよこ（３歳以下）　午前10時30分～
　　　　ことり（４歳～小学生）　午前11時～
　すみれちゃんのおはなし会（幼児～小学校低学年）
　日時　７月13日（日）　午後３時30分～
▶豊富図書館
　おはなしかいモモ（３歳～８歳くらい）
　日時　７月26日（土）　午前10時30分～
▶田富図書館
　キッズおはなしききタイム（３歳～８歳くらい）
　日時　７月12日（土）　午前11時～
　トミーくんのおはなし・あそびタイム（６か月～）
　日時　７月15日（火）　午前11時

▶夏休み親子体験教室「ミニかご作り」
　クラフトバンドを使い作ります。
　日時　７月23日（水）、24日（木）　午後１時30分～
　場所　田富図書館　視聴覚室
　定員　各回10人
▶おとなを休むひととき 第一弾 おとなとこどものおはなし会
　ききみみずきんおはなしの会によるおはなし会です。
　日時　７月６日（日）　午後２時～
　定員　30人

▶毎日を楽しむヒント「水きりえ体験」
　日時　８月１日（金）、２日（土）　午後１時30分～
　申込期間　７月１日（火）～　
　定員　20人
▶ぬいぐるみのおとまり会
　日時　７月11日（金）～ 12日（土）
　定員　10組
　※各イベントの申込については電話、カウンターにて受付

▶玉穂生涯学習館ロビーギャラリー　「画家 中山由季作品展」
　期間　７月22日（火）～８月９日（土）
▶おはなしカーニバル
　�おはなし、手遊び、パネルシアターなど楽しい演目がいっぱいです！
　日時　７月20日（日）　午前11時～
▶夏休み折り紙教室
　日時　７月22日（火）　午前10時～
　定員　20人
　申込期間　７月９日（水）～
▶御朱印帳づくり教室（制作後、お参り散歩に行きます）
　布表紙、和紙表紙のいずれかを作成します。
　日時　７月25日（金）、８月３日（日）　午後１時30分～
　定員　各回10組
　申込期間　７月９日（水）～
▶ほんがくかい
　本と音楽をコラボした演奏会
　日時　７月26日（土）　午後１時30分～（開場：午後１時）
　出演　ほんがくかい　横内絢さん　他
▶きっかけ講座「お絵描き教室」
　日時　７月27日（日）　午後１時30分～
　講師　画家　中山由季さん
　定員　15人
　申込期間　７月９日（水）～
▶図書館シネマ
　日時　７月29日（火）　午後１時30分～（開場：午後１時）
　上映作品　「めんたいぴりり　パンジーの花」
▶子ども工作教室
　日時　８月６日（水）　午後２時～
　定員　30人
　申込期間　７月９日（水）～
▶ぬいぐるみのおとまり会
　日時　８月９日（土）～ 10日（日）
　定員　10組
　申込期間　７月16日（水）～

▶おりがみで楽しみましょう　「あさがお」を折ります
　日時　７月９日（水）、13日（日）　午前10時～ 11時30分
▶図書館シネマ
　日時　７月22日（火）　午後１時30分～（開場：午後１時）
　上映作品　「ふしぎ駄菓子屋銭天堂　歌う銭天堂」
　場所　豊富中央公民館
▶ちょっとこわーいなつやすみのおはなし会
　日時　７月30日（水）　午前10時～ 10時40分
　申込期間　７月７日（月）～
▶夏休みおりがみ教室　「金魚」を折りましょう
　日時　８月５日（火）　午後２時～３時

「新入生ブックプレゼント」「新入生ブックプレゼント」
　市では、小学校入学を機に子どもたちが読書の
楽しみ方を深め、さまざまな本との出会いができ
るための支援事業として「新入生ブックプレゼン
ト事業」を実施しています。
　20冊の中から、子どもたち本人に出会いの一
冊を選んでもらいます。今年度は５月22日（木）・
23日（金）に市内各小学校で贈呈式を行いました。

田富図書館イベント
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history No.56

三村国民学校 校中日誌 （その③）

80年前の今日、三村国民学校では○○○○があった

①
ほ
う
れ
ん
草
は
２
㎝
幅
に
切
り
、

き
ゅ
う
り
と
に
ん
じ
ん
は
千
切
り

に
す
る
。

②
ほ
う
れ
ん
草
と
に
ん
じ
ん
は
柔
ら

か
く
な
る
ま
で
茹
で
て
冷
水
で
冷

ま
し
、水
気
を
切
っ
て
お
く
。き
ゅ

う
り
も
サ
ッ
と
茹
で
て
、冷
水
で

冷
ま
し
、水
気
を
切
っ
て
お
く
。

③
★
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
、ド
レ
ッ
シ

ン
グ
を
作
っ
て
お
く
。

④
ボ
ー
ル
に
全
て
の
食
材
と
③
を
入

れ
て
和
え
る
。

み
そ
を
使
っ
た
手
作
り
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

で
和
え
て
い
ま
す
。

ほうれん草……………１束
きゅうり………………１本
にんじん………………１/４本
コーン缶………………25g

みそ…………小さじ２
砂糖…………小さじ２
酢……………小さじ１
油……………小さじ１
すりごま……小さじ２

エネルギー たんぱく質 脂質 食塩相当量
40kcal 1.3g 1.8g 0.2g

※１人分の摂取量※１人分の摂取量

昭和
20 年 7・8 月

■�きゃべつや白菜などの野菜に変えても
おいしくできます。

作
り
か
た

ポ イ

ン ト

調理の

2025
N
o.233

材料（大人4人分）
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行
：
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梨

県
中

央
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令

和
７
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７
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１

日
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行
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校中日誌記録（抜粋）

風
味
香
る

風
味
香
る

あ
お
な

あ
お
な
のの
み
そ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

み
そ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

7/5　職員作業　五年以上受持職員ニテ脱穀（麦）
7/6　職員作業　昨日ニ引続キ脱穀　午後ハ全職員ニテ
7/7　空襲警報　�昨夜十一時頃ヨリ本朝午前二時頃マデ甲府

市を中心トシテ大空襲アリ被害甚大ナリ
7/11　�乙黒訓導ノ壮行式ヲ校庭ニテ挙行シ五年以上全職員

ニテ自宅マデ見送リス
7/16　桑園芽掻勤労奉仕
7/19　海軍志願兵応募者模擬試験実施施工ス
8/15　ラジオ聴取　重大放送アル由正午全職員ラヂオ聴取
　　　　　　　　　　大東亜戦終局二関スル大勅ノ放送アリ

　終戦まであと少しの日誌が当時を淡々と伝えます。児童・
職員（先生）は食糧増産のため連日農作業。甲府も空襲で大被
害を受けました。海軍兵士勧誘に先生が奔走しています。
先月召集令状が届いた乙黒先生の壮行式が行われました。
そして８月15日、ラジオから終戦が告げられました。

ミニ企画展「戦後80年－戦時下のこどもと大人」
が豊富郷土資料館で開催されます。日誌の実物
も展示されますのでぜひご来館ください。

ミニ企画展「戦後80年－戦時下のこどもと大人」
期間　７月16日（水）～８月24日（日）
場所　豊富郷土資料館　企画展示室




